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１２月の行事予定

こんにちは。門川高校のマスコット、かんむり
うみすずめのカンちゃんです。
みんな、よろしくね！！
「カンムリウミスズメは、門川町のビロウ島に
生息している国の天然記念物です。」
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１２月 １日（水） 第３回定期考査（１１月３０日(火)～１２月３日(金)）
１２月 ３日（金） ３年次ＰＴＡ集会、列車通学生奉仕活動（１年次）
１２月 ６日（月） 服装容儀指導
１２月 ８日（水） 農業クラブ・生徒会役員選挙
１２月 ９日（木） ３Ｆ 演習林（１２月１０日(金)まで）
１２月１２日（日） ２年次修学旅行（１２月１６日(木)まで）
１２月２１日（火） 進路ガイダンス（１・２年次）
１２月２４日（金） 冬期休業前全校集会、学習指導会
１２月２５日（土）～冬期休業（１月６日(木)まで）

第
１
回

Ｐ
Ｔ
Ａ
校
内
奉
仕
作
業

10
月
31
日
（
日
）

10
月
31
日
（
日
）
に
校
内
奉
仕

作
業
が
あ
り
ま
し
た
。
保
護
者
、

生
徒
、
職
員
の
約
百
人
が
本
校

グ
ラ
ン
ド
周
辺
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

周
辺
な
ど
校
内
の
除
草
・
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
朝
９
時
か

ら
約
２
時
間
作
業
を
し
、
見
違

え
る
ほ
ど
校
内
の
環
境
整
備
が

で
き
ま
し
た
。
県
北
地
区
母
親

研
修
会
、
清
亮
祭
即
売
会
と
行

事
が
続
き
ま
し
た
が
、
来
校
さ

れ
た
方
も
気
持
ち
良
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
参
加
さ
れ
た
方
は

休
日
・
小
雨
の
降
る
中
の
作
業
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。
今
回
初
め

て
の
試
み
で
し
た
が
、
来
年
度
以

降
も
保
護
者
・
生
徒
・
教
員
の
活

動
す
る
こ
の
よ
う
な
行
事
が
続

く
こ
と
が
良
い
学
校
づ
く
り
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。

贈
呈
式
（亮
天
会
よ
り
）

10
月
25
日
（
月
）

10
月
25
日
（
月
）
に
本
校
の
同
窓
会
で
あ
る
亮
天
会
よ
り
部
活
動
支

援
の
た
め
の
積
立
金
の
中
か
ら
野
球
部
に
ピ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
の
贈
呈

式
が
あ
り
ま
し
た
。
亮
天
会
会

長
で
あ
り
門
川
町
長
で
も
あ
る

安
田
修
さ
ま
よ
り
、
野
球
部
主

将
の
本
田
誠
治
く
ん
へ
目
録
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
一
層
、

練
習
に
励
ん
で
一
勝
に
つ
な
げ

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

清
亮
祭
農
産
物
即
売
会

11
月
20
日
（
土
）

毎
年
恒
例
の
清
亮
祭
農
産
物
即
売
会
の
部
が
11
月
20
日
（
土
）
に

快
晴
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
系
列
の
特
色
を
活
か
し
た
、

お
米
・
シ
ク
ラ
メ
ン
・
み
か
ん
・
木
工
品
・
ロ
ー
ス
ハ
ム
や
マ
ド
レ
ー
ヌ
等

の
食
品
や
う
ど
ん
の
販
売
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
バ
ザ
ー
を
準
備
し
、
本
校
の
保
護

者
を
始
め
、
地
域
の
方
々
に
学
校
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
校
の
学
習
内
容
を
見
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
非
常
に
盛
り
上
げ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
の
皆
様
に
親
し
ん
で
頂
け
る
学
校
を
目
指
し
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

剛
健
ウ
ォ
ー
ク

11
月
２
日
（火
）

11
月
２
日
（
火
）
に
本
校
グ
ラ
ン
ド
か
ら
西
門
川
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
ま
で
の
往
復
約
20
ｋ
ｍ
を
全
校
生
徒
で
歩
き
ま
し
た
。

本
校
の
校
訓
で
あ
る
「
篤
実
剛
健
」
に
な
ら
い
、
心
身
を
鍛
え
、
級

友
と
の
友
好
を
深
め
る
行
事
に
な
り
ま
し
た
。
辛
い
行
程
で
も
仲

間
と
一
緒
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。
“
強
く
た

く
ま
し
い
人
で
あ
れ
“
と
の
校
訓
を
参
加
し
た
生
徒
・
職
員
が
実
践

し
て
く
れ
ま
し
た
。

県
北
地
区
母
親
研
修
会

11
月
６
日
（
土
）

11
月
６
日
（
土
）
に
本
校
体
育
館
で
県
北
高
校
の
職
員
・
生
徒
の

保
護
者
約
２
３
０
名
が
参
加
し
、
県
北
地
区
母
親
研
修
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
本
校
生
徒
が
３
つ
の
発
表
を
し
ま
し
た
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
系
列
の
黒
木
み
な
み
さ
ん
「
私
か
ら
消
え
た
心
の
バ
リ

ア
～
曾
祖
母
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
」
、
フ
ォ
レ
ス
ト
系
列
の
松
元

雄
く
ん
「
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
約
束
」
、
フ
ォ
レ
ス
ト
系
列
作
物
班
「
作

物
研
究
班
の
取
り
組
み
～
田
マ
ネ
ギ
パ
ン
～
」
は
他
校
の
職
員
・
保

護
者
の
方
々
か
ら
も
絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
常
磐
大
学
心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
准
教
授
秋
山
邦
久
氏
を

門
川
高
校
に
招
き
『
子
供
た
ち
の
将
来
の
た
め
に
、
今
、
親
が
し
て

お
く
こ
と
』
と
題
し
た
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
軽

妙
な
し
ゃ
べ
り
に
魅
了
さ
れ
た
約
90
分
間
で
し
た
。

参
加
し
た
本
校
教
頭
で
あ
る
松
下
先
生
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。

子
供
に
は
言
葉
か
け
が
大
切
で
す
。
親
子
の
会
話
で
「
良
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
文
脈
を
合
わ
せ
る
こ
と
」
文
脈
を
合
わ
せ
る
た

め
に
何
が
で
き
る
か
。
「
相
手
の
文
脈
を
知
る
た
め
に
相
手
を
よ
く

観
察
し
、
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て
感
心
し
な
が
ら
見
る
こ
と
」
「
監

視
の
目
を
観
察
の
目
に
変
え
て
い
く
こ
と
」
「
具
体
的
な
指
示
を
出

す
こ
と
で
文
脈
を
合
わ
せ
る
こ
と
」
「
思
春
期
に
文
脈
が
変
わ
る
。

そ
の
変
化
を
観
察
し
、
親
と
し
て
観
察
上
手
に
な
る
こ
と
」
な
ど
親

と
し
て
の
役
割
を
具
体
的
に
指
南
し
て
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
講

演
は
瞬
く
間
に
終
わ
り
ま
し
た
。

秋
山
先
生
は
本
日
の
講
演
で
、
聴
衆
の
皆
さ
ん
と
文
脈
あ
わ
せ

を
実
践
し
て
示
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
ふ
と
気
づ
き
、
お
見
事
と

二
度
感
心
し
ま
し
た
。

吹奏楽の演奏でオープニングイベントを大いに盛り上げてくれました。 ﾌｫﾚｽﾄ系列の生徒の育てた作物、
作った木工品も好評でした。

ｵｰｼｬﾝ系列の食品販売は販売開始前に
行列ができました。並んでも買えなかった
方々、申し訳ありませんでした。

ﾋｭｰﾏﾝ系列は預かり保育とうどん販売で、生徒も
利用された方も笑顔でいっぱいでした。

ﾈｲﾁｬｰｻｲｴﾝｽ系列は焼き芋で
良いにおいを漂わせていました。

農業クラブの餅つき・配布も大好評でした。

２
年
次
Ｐ
Ｔ
Ａ
集
会

11
月
９
日
（
火
）

全
国
高
等
学
校
総
合
学
科
教
育

研
究
大
会

11
月
11
日
（
木
）・12
日
（金
）

11
月
９
日
（
火
）
に
２
年
次
Ｐ
Ｔ
Ａ
集
会
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
保
護
者
約
１
２
０
名
が

参
加
さ
れ
、
始
め
に
教
頭
先
生
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

２
年
次
委
員
長
の
直
野
さ
ん
か
ら
話
し
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
２
年
次
生
の
学
習
・

生
活
・
進
路
状
況
の
説
明
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
２
年
次
の
最
も
大
き
な
行
事
で
あ
る

修
学
旅
行
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
目
的
・計

画
を
生
徒
と
保
護
者
に
周
知
徹
底
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
生
徒
も
修
学
旅
行
を

高
校
生
活
の
良
い
思
い
出
に
す
る
た
め
に
も
、

学
校
生
活
の
大
切
さ
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

11
月
11
日
（
木
）12
日
（
金
）
の
２
日
間
、

総
合
学
科
の
全
国
大
会
が
兵
庫
県
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
総
合
学
科
の
「
産
業
社
会
と

人
間
」
で
取
り
組
む
職
業
に
関
す
る
学
習

を
普
通
科
に
も
取
り
入
れ
る
べ
き
と
い
わ

れ
て
お
り
、
総
合
学
科
の
理
念
と
そ
の
期

待
は
現
在
も
高
く
、
現
在
全
国
に
３
４
９
校

の
総
合
学
科
高
校
が
あ
り
ま
す
。
大
会
で

発
表
し
た
生
徒
の
発
表
力
は
高
か
っ
た
の

で
す
が
、
本
校
生
徒
も
負
け
て
い
な
い
と
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
崎
県
の
口
蹄
疫
か
ら

の
復
興
の
た
め
に
と
、
門
川
・
本
庄
高
校
の

学
校
生
産
品
及
び
、
宮
崎
県
産
品
の
販
売

所
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
人
の
温
か
さ
を
感

じ
、
参
加
者
に
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。
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